
会社概況 （2009年11月30日現在）

会社概要

会社名 株式会社エスプール（S-Pool, Inc.）

創　立 1999年12月1日

資本金 584,730,312円

従業員 357名
 （連結ベース、うち契約社員・アルバイト75名）

本　社 東京都中央区日本橋二丁目15番3号
 ヒューリック江戸橋ビル3階
 TEL ： 03-3517-6633（代表）

グループ会社 株式会社エスプール総合研究所　
 株式会社エスプール・マーケティング
 株式会社GIM

役　員

代表取締役会長兼社長 浦上　壮平

取　締　役 吉村　慎吾

取　締　役 佐藤　英朗

社外取締役 赤浦　　徹

社外取締役 竹原　相光

常勤監査役 徐　　　進

社外監査役 畑中　　裕

社外監査役 吉岡　　勇

株式情報 （2009年11月30日現在）

株式の状況

発行可能株式総数 100,320株
発行済株式の総数 25,834株
株主数 1,347名

大株主
株主名 持株数 持株比率

浦上　壮平 5,707株 22.09%
吉村　慎吾 5,358株 20.74%
エスプール従業員持株会 1,551株 6.00%
佐藤　英朗 1,086株 4.20%
石田　敦信 849株 3.29%

所有者別株式分布状況

所有数別株式分布状況

株主メモ

証券コード 2471

事業年度 毎年12月1日から翌年11月30日まで

定時株主総会 毎年2月開催

基準日 定時株主総会
期末配当金
中間配当金

毎年11月30日
毎年11月30日
毎年  5月31日

 その他必要があるときは、あらかじめ公
告して定めた日

株主名簿管理人  大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲二丁目3番1号
住友信託銀行株式会社  証券代行部

郵便物送付および
電話照会先

〒 183-8701
東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社  証券代行部
   0120-176-417

インターネットホームページURL
http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/
retail/service/daiko/index.html

公告方法 電子公告とする。但し、電子公告を行う
ことができない事故その他のやむをえな
い事由が生じたときは、日本経済新聞に
掲載して公告する。

上場証券取引所 大阪証券取引所「ヘラクレス」市場

〈株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について〉
住所変更等のお届出およびご照会は、口座のある証券会社
あてにお願いいたします。

個人・その他
金融機関
証券会社
その他の法人
外国法人等

92.91%
4.67%
0.79%
1.56%
0.07%

5株未満
5株以上10株未満
10株以上50株未満
50株以上100株未満
100株以上500株未満
500株以上1,000株未満
1,000株以上

6.53%
3.45%
10.25%
3.43%
5.73%
17.57%
53.04%

本誌は、大豆油インキ
を使用しております。本誌には将来の財務状態および業績に関する記述が含まれています。これらの記述は、経営を取り巻く環境の変化などにより異なる結果となり得ることご承知おきください。
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株式会社エスプール
第10期 株主通信
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通信

表紙の5つの椅子は、エスプールの5つの会社を、
中央の赤い椅子は、私たち従業員の情熱を表現しています。



　

売
上
は
創
業
初
の
減
収
、
利
益
に
つ
い

て
も
第
1
期
以
来
の
赤
字
と
な
り
、
株
主

の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
心
配
を
お
か
け

し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
材

派
遣
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
の
落
ち
込
み
と

シ
ス
テ
ム
投
資
の
抑
制
の
影
響
は
、
想
定

以
上
に
大
き
い
も
の
で
し
た
。
全
社
的
な

コ
ス
ト
削
減
も
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
は
売
上
の
減
少
を
補
う
ま
で
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
厳
し
い
事
業
環
境
は
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
事
業

転
換
を
加
速
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
売
上
が
5
倍
増
加
し
た
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
部
門
を
中
心
に
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
確
実
に
拡
大

し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
全
体
の
ほ
ぼ
半
分

の
売
上
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
が
占
め
る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
売
上
の
減
少
が
大
き
か
っ
た

　

第
一
に
、
収
支
を
よ
り
明
確
に
し
、
安

定
し
た
収
益
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。
景

気
低
迷
が
続
き
、
今
後
派
遣
法
の
改
正
が

見
込
ま
れ
る
中
、
人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
の

売
上
の
大
き
な
伸
び
は
、
当
面
見
込
め
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
見
越

し
て
人
材
派
遣
部
門
は
大
幅
な
コ
ス
ト

削
減
を
実
行
し
て
お
り
、
第
4
四
半
期

に
は
黒
字
回
復
を
達
成
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
第
11
期
に
つ
い
て
は
順
調
な

滑
り
出
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

部
門
を
中
心
に
大
胆
な
コ
ス
ト
削
減
を

行
っ
た
お
か
げ
で
、
収
益
性
は
著
し
く
改

善
が
進
み
ま
し
た
。
第
11
期
（
2
0
1
0

年
11
月
期
）以
降
の
業
績
回
復
に
向
け
た

準
備
は
着
実
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
5
ペ
ー
ジ
「
決
算
の
概
況
」を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　

人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
落
ち
込

み
は
底
を
打
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
規

制
強
化
に
向
け
た
派
遣
法
改
正
の
議
論

も
進
ん
で
お
り
、
人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
が
、
今
後
急
激
に
回
復
す
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

当
社
と
し
て
は
、
付
加
価
値
と
収
益
性

の
高
い
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
分
野
に
引

き
続
き
注
力
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

派
遣
法
の
改
正
は
当
社
に
も
少
な
か

ら
ず
影
響
が
あ
り
、
こ
れ
に
備
え
て
き
た

の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に

「
原
点
回
帰
」の
意
味
合
い
が
大
き
く
あ

り
ま
す
。

　

当
社
が
創
業
し
た
1
9
9
9
年
は
、

消
費
税
引
き
上
げ
を
受
け
た
消
費
不
況
、

そ
し
て
そ
の
後
は
I
T
バ
ブ
ル
崩
壊
と

厳
し
い
事
業
環
境
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
エ
ス
プ
ー
ル
は
「
成
果

　

株
主
の
皆
様
に
は
辛
い
時
期
を
共
有

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
社
が

創
業
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
「
ビ
ジ
ョ

ナ
リ
ー
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
」の
実
現
を

目
指
す
現
在
の
方
向
性
こ
そ
が
、
社
会
と

お
客
様
、
そ
し
て
株
主
の
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
る
道
と
、
私
は
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　

配
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
部
留
保
の

確
保
を
優
先
す
べ
く
第
10
期
・
第
11
期
と

も
に
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

第
11
期
に
つ
い
て
は
確
実
に
利
益
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
配
当
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
業
績
の
上
積
み
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
ご

理
解
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
当
社
を
ご
支

援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

特 集 浦上社長に

時
代
の
変
化
が
必
要
と
す
る

真
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

2

1

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

第
10
期
（
2
0
0
9
年
11
月
期
）

の
決
算
を
総
括
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
へ
の
シ
フ
ト

は
派
遣
法
改
正
対
策
で
す
か
？

人
材
派
遣
事
業
を
別
会
社
に

し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

最
後
に
株
主
の
皆
様
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
事
業
環
境
と
業
績
を

ど
う
見
て
い
ま
す
か
？

用語解説
・ビジョナリーアウトソーシング（VOS）
　  お客様とビジョンと戦略の理解・共有を徹底し、アウトソーシングによる企業価値の向上を目指すエスプール独自のサービス。共通の目標を持つことで目標達成を早めるとともに効果の最大化を実現する。
・BPO（ビジネスプロセスアウトソーシング）
　  企業などが自社の業務の一部を外部の専門業者に企画・設計・運営まで一括して委託すること。専門業者に委託することで、より低い業務コストで従来よりも高い品質のサービスの提供を受けることができる。

報
酬
」と
「
コ
ス
ト
削
減
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
戦
略
的
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
に
よ
っ
て
、
お
客
様
の
支
持
を
得
て

成
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
好
景
気

と
と
も
に
「
人
手
不
足
」と
「
人
材
流
動

化
」、
こ
の
2
つ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
人

材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
が
伸
び
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
厳
し
い
経
済
環
境
に
再

び
直
面
し
、改
め
て
「
成
果
報
酬
」と
「
コ

ス
ト
削
減
」が
お
客
様
に
注
目
さ
れ
て
お

り
、
当
社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
実
行
力
が
評

価
さ
れ
る
局
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
分
野
で

は
、
単
純
な
倉
庫
内
作
業
へ
の
人
材
派
遣

ニ
ー
ズ
は
減
退
し
て
い
ま
す
が
、
物
流
コ

聞く聞くS-POOLの
これから

人材派遣
アウトソーシング売上割合の変化

第9期 第10期 第11期
（計画）

82.0%

18.0%

51.8%

48.2%

35.0%

65.0%

アウトソーシング

人材派遣事業の別会社化について

エスプール
総合研究所

会社分割による
人材派遣事業の分社化

GIM エスプール・
マーケティング

研修・人事
コンサルティング システム受託開発 モバイル

マーケティング

エスプール

・ロジスティクスアウトソーシング
・人材派遣／紹介
・SP／広告アウトソーシング
・採用アウトソーシング

エスプール

・ロジスティクスアウトソーシング
・SP／広告アウトソーシング
・採用アウトソーシング

エスプール
ヒューマン

ソリューションズ

エスプール
総合研究所 GIM エスプール・

マーケティング

人材派遣事業を
新会社に集約

～2009年11月30日

2009年12月1日～

アウトソーシングサービスに特化

　

事
業
環
境
の
先
行
き
は
予
断
を
許
さ

な
い
た
め
、
第
11
期
の
売
上
計
画
は
前

年
並
み
の
保
守
的
な
水
準
に
と
ど
め

ま
し
た
。
た
だ
し
、
利
益
は
確
実
に
出

し
て
い
き
ま
す
。
売
上
総
利
益
率
の
改

善
と
コ
ス
ト
削
減
を
し
っ
か
り
と
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
約

4
0
0
百
万
円
の
売
上
総
利
益
の
改
善

と
約
2
0
0
百
万
円
の
販
管
費
の
削
減

を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
第
10
期
と
同

水
準
の
売
上
高
で
も
、
営
業
利
益
は
約

6
0
0
百
万
円
増
加
し
1
0
8
百
万
円

を
計
上
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
今
後
の
事
業
拡
大
に
向
け
た
新

サ
ー
ビ
ス
の
立
ち
上
げ
も
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
第
11
期
は
黒
字
回
復
を
最
優
先

と
し
ま
す
の
で
、
収
益
化
に
時
間
の
要
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
縮
小
・
撤

退
を
判
断
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

連結売上高

5,812百万円
連結経常損失

500百万円
連結当期純損失

470百万円

　

第
二
に
、
意
思
決
定
を
速
め
機
動
的
に

動
け
る
体
制
を
整
え
た
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
不
透
明
な
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
体
制
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
エ
ス
プ
ー
ル
本
体
は
、
B
P

O（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
）サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
た
企
業
と
し

て
、
お
客
様
の
企
業
価
値
向
上
の
実
現
に

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。
別
会
社
化
は
、

現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
安
住
せ
ず

に
、
エ
ス
プ
ー
ル
が
常
に
時
代
と
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
進
化
を
続
け
る

と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
り
ま
す
。

ス
ト
削
減
を
目
的
と
し
た
荷
物
の
保
管

か
ら
仕
分
け
、
発
送
代
行
ま
で
を
一
括
で

請
け
負
う
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
需
要

は
急
速
に
伸
び
て
い
ま
す*

。

　

知
恵
を
出
し
、
仕
事
を
生
み
出
し
、
成

果
を
出
し
、
お
客
様
の
企
業
価
値
向
上
に

貢
献
し
、
我
々
は
成
果
に
応
じ
て
対
価
を

い
た
だ
く
。
こ
れ
こ
そ
が
、
我
々
が
設
立

以
来
取
り
組
ん
で
い
る｢

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
V
O
S
）｣

に
な

り
ま
す
。
こ
の
方
針
は
、
今
後
も
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

*

詳
し
く
は
、3
ペ
ー
ジ
「
こ
こ
に
注
目
」を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。



 「成長への布石」お客様の企業価値の向上を実現するエスプールのアウトソーシングサービス。私たちのサービスの一例をご紹介します。

ロジスティクスアウトソーシング ～ワンストップサービスで物流コストを大幅削減～

数字で見る

ここに注目

2009年8月に本格的にサービスを開始した求人
サイト「おいしい仕事」に掲載されている求人数。
この求人サイトの一番の特徴は、初期費用、掲載
料が一切かからず人材を採用して初めて費用が発
生する仕組みになっていること。求人情報サービ
スは、今後この掲載料無料の採用課金型のサイト
が主流になると言われています。

開設半年にて閲
覧数は月間40万
PVまで増加し、
採用課金型求人
サイトとしては、
4番目のPV数まで
成長しています。

景気低迷下でも伸び続ける消費者物流
　宅配便などの荷物は、年間でどのぐらいの数が発送され
ているかをご存じでしょうか？
　2008年度の統計によれば、その数は、宅配便だけでな
んと32億個以上にのぼるのだとか（図１）。景気低迷の影
響で企業間の荷動きは鈍っていますが、インターネット通
販利用者の急増や、販売促進キャンペーンの増加などを
背景に、企業から個人に送られる荷物（「消費者物流」）市
場は確実に伸びています。そのような中、発送元の企業に
とって物流コストの削減は、重要な経営課題であり、そこ
に、私たちがロジスティクス（物流）アウトソーシングに力
を入れる理由があるのです。

4

3

S-POOLサポーター広場

株主様アンケート結果のご報告
「第10期 第2四半期 株主通信」のアンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。
株主の皆様からいただいた貴重なご意見、ご要望を真摯に受け止め、今後の経営やIR活動の改善に取り組んでまいります。

当社のイメージ（複数回答含む）

20 代
30代
40代
50代
60代
70代以上

1.0%
10.9%
17.8%
25.7%
23.8%
20.8%

上場時から
1年以上～上場
半年以上1年未満
半年未満

31.3%
38.4%
24.2%
6.1%

成長性がある
株主還元に積極的である
事業内容に特徴がある

若 し々い
チャレンジ精神がある
先駆的な取り組みをしている

安定性がある
収益力がある
競争力がある
親しみがある

19.2%
16.4%
15.1%
14.4%

5.5%
11.0%
11.6%

2.1%
2.1%
2.7%

今回よりエスプールの株主通信を「S-POOL通信」としてリニューアルいたしました。年2回の発行を通して株主の皆様にエスプールをよりわかりや
すくお伝えしてまいります。エスプールは今後も株主様との双方向コミュニケーションを目指し、IR活動の一層の充実に取り組んでまいります。

5,513件

自社物流倉庫で業務範囲をさらに広げる
　当社は、派遣業務を通じて物流倉庫内業務のノウハウ
を積み上げることで、「部分委託」そして ｢庫内業務一括請
負｣へと業務の範囲を広げ（図２）、ロジスティクスアウト
ソーシングの受託実績を伸ばしてきました。
　そして、競争力をさらに高めるため、2009年11月には
平和島に南東京営業所を開設。800坪の自社物流倉庫を
賃貸にて取得し、発送代行業務を開始しました。発送代行
業務は、フルフィルメントサービスと呼ばれ、毎年30％の
ペースで市場が拡大しています。当社は庫内業務を自前で

今回新たに中期目標として掲げた営業利益率。3
年以内での達成を目指しています。高い競争力の
維持と収益性の向上を図っていくために、付加価
値の高いアウトソーシングサービスの提供に注力
していくことを事業戦略の柱としています。当面は
事業拡大よりも収益性の向上を重視していきます。

5% 

できる（＝外注費が不要となる）上に、複数社の発送代行を
受託しているので、配送事業者への交渉力もある（＝送料
が安くなる）ため、発送元企業にとっては、アウトソーシング
サービスを活用することで大幅なコスト削減となります。
　発送代行業務の滑り出しは順調であり、2010年1月末
現在、すでに大手メーカーや中堅通販会社など約60社の契
約を獲得しています。当社は、今後もこのサービスの拡大
に力を入れていくとともに、お客様の企業価値向上につなが
るアウトソーシングサービスを追求していきます。

図１：宅配便取扱個数の推移 図２：当社のロジスティクス業務

資料：2008年度宅配便等取扱実績について（国土交通省）
2007年度からゆうパック（郵便事業（株））の実績が調査の対象となっている。

1. 庫内業務一括請負 入荷から出荷までの業務を
一括で運営

2. 部分委託 業務の一部分を運営
（ピッキング、流通加工等）

3. 人材派遣 業務波動に応じて
物流スタッフを派遣

庫内業務一括請負

部分委託　人材派遣

ロジスティクス業務の最適化を支援

コンサルティング業務

基幹システムの開発／構築

支援業務
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99 （年度）080706050403020100

輸　
送

荷
お
ろ
し

製　
造

棚
入
れ

格　
納

ピ
ッ
キ
ン
グ

入
荷
検
品

検　
品

梱　
包

流
通
加
工

配　
送

納　
品

積　
込

航空等利用運送
トラック
宅配便合計
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2,327

3,177

2,9082,897
2,843

2,804
2,722

2,626

2,5402,357

3,2123,232

2,9392,928
2,874

2,834
2,751

2,654
2,574

3,198

年齢構成

保有歴

グループ営業利益率目標

求人サイトの掲載数

株主の皆様からのメッセージのご紹介と
お返事をさせていただきます。

中期保有するつもりです。業績を充実させ、
株価を上げてください。御社の成長を望んでいます。

応援ありがとうございます。第11期については、コスト削減
と売上総利益率の改善を進め、確実に黒字回復ができるよう
にいたします。中期目標で掲げた3年以内での営業利益率 5％
達成の早期実現を目指してまいります。

株式市場からもっと注目されるためにも、
PRを強化したほうが良いと思います。

株主還元についての考え方を教えて欲しい。

ご意見ありがとうございます。より多くの方々に当社をご理
解していただくために、個人投資家説明会の開催数を増やす
などIR活動を強化するほか、投資家情報サイト（IRページ）
のリニューアルも予定しています。また、PR情報の配信も積
極的に行っていきますのでご期待ください。

配当性向は連結当期純利益の50％以上を基本方針としてお
り、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題のひとつと認
識しています。株主の皆様のご期待に応えられるように早期
の復配を目指してまいります。

（2010年 1月末時点）



財務データ（連結） セグメント情報 （セグメント間取引を含む）

　第10期は、当初より厳しい事業環境であったものの、第1四半期に過去最高の売上を達成しました
が、その後の急激な景気の減退は予想を上回るものとなり、売上高は前期比13.7％減の5,812百万円
となりました。その中でも特に、人材派遣部門は、第3四半期にて売上減少の歯止めがかかったものの、
回復するまでには至らず、前期比にて45％の減少となったほか、システム事業は、需要の減少傾向が続
き、計画の大幅な未達となりました。
　その一方で、第9期より注力してきたアウトソーシングサービスの売上は、企業のコスト削減の意識の
高まりを追い風にして、前期比にて3倍まで拡大しました。特に、ロジスティクスアウトソーシングは、
順調に増加しました。
　利益面では、第3四半期以降、売上減少の大きかった人材派遣部門やシステム事業を中心にコスト削
減を進め、固定費、人件費等の販管費削減を実施しました。人材派遣部門については、第4四半期には
黒字回復するなど一定の効果が見られました。
　しかしながら、売上計画の未達による売上総利益の減少を埋めるには至らなかったほか、システム事
業における新規受注案件にて、開発費用の先行によって売上原価が一時的に増加した結果、営業損失は
478百万円、経常損失は500百万円、当期純損失は470百万円となりました。

売上高（百万円）
売上高

第8期 第9期 第10期 第11期
（計画）

6,0
28

6,7
35

5,8
12 5,8

87

経常損益（百万円） 売上高経常損益率（％）
経常損益／売上高経常損益率

第8期 第9期 第10期 第11期
（計画）

138

2.3

1.7
1.4

△8.6

84

△5
00

115

当期純損益（百万円） 1株当たり当期純損益（円）
当期純損益／1株当たり当期純損益

第8期 第9期 第10期 第11期
（計画）

52 53

△4
70 4

2,013.71 2,062.51

△18,203.66

190.83

取引社数（社）
取引社数

733
801

748 770

第8期 第9期 第10期 第11期
（計画）

第11期の計画について
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第10期決算の概況と第11期の見通しについてご報告いたします。

決算の概況

　主力サービスの市場調査案件において、主要顧客の大型案件の受注が好調に推移したほか、新規顧客との
取引拡大も順調に進んだことで、増収増益を達成することができました。

　システム投資抑制が進んだことで、既存のシステム開発案件の終了・中止・延期が相次ぎ、計画の大幅な
未達となりました。利益面では、売上減少による売上総利益の減少を人件費を中心とした販管費の削減で補
うことができなかったほか、新規案件の進捗管理が予定通り進まず開発費用が先行した結果、大幅な営業損
失が発生しました。

　新入社員向け研修の大量受注により、過去最高の売上となりました。しかし、利益面では外注の増加によ
り売上原価が上昇したほか、顧客企業の教育投資抑制によって、第4四半期に大型案件の直前キャンセルが
相次いだことで、予定していた利益を確保することができず、大幅な減益となりました。

　コスト削減の実現をキーワードに、ロジスティクス分野を中心としたアウトソーシングサービスの売上
が増加しましたが、雇用環境の悪化による人材派遣サービスの売上減少が予想以上に大きく減収となりま
した。人材派遣サービスについては、消費不況の影響が大きかった物流企業向けの人材派遣の需要減少と、
派遣抵触日*の影響が大きかった携帯電話販売員派遣の減少が大きく影響しています。
　収益面では、人材派遣部門を中心に支店の統廃合や社員の配置転換を進め大幅な販管費の削減を実施し
ましたが、売上総利益の減少を補うに至らなかったほか、新サービスの収益化が遅れたことにより減益とな
りました。
*派遣受入期間には業種によって制限があり、抵触日とは派遣受け入れができなくなる最初の日。

モバイル・マーケティング事業

システム事業

パフォーマンス・コンサルティング事業

総合人材アウトソーシング事業

（株）エスプール・マーケティング

売上高167百万円　営業利益22百万円

（株）GIM

売上高1,275百万円　営業利益 △212百万円

（株）エスプール総合研究所

売上高344百万円　営業利益0百万円

（株）エスプール

売上高4,070百万円　営業利益105百万円

総合人材アウトソーシング

21.8% 69.5%
2.8%

5.9%

ビジネスソリューション 人材ソリューション
パフォーマンス・コンサルティング システム モバイル・マーケティング

セグメント別売上高構成比 セグメント別売上高推移
第8期

6,028百万円

第9期
6,735百万円

第10期
5,812百万円

第11期（計画）
5,887百万円

4,070

5,905

5,687

1,984

1,275

292

192

400
2,300

344

429

165

1,202

167

117

200

合計
5,812百万円

売上高

売上総利益

販管費

経常利益

［売上高］5,887百万円（前期比1.3％増）
人材派遣、システム開発の売上減少が止まることで前期と同水準で推移

［売上総利益］1,736百万円（前期比29.4％増）
システム事業の売上総利益率が大幅に改善

［販管費］1,627百万円（前期比10.6％減）
第10期に実施したコスト削減効果が大きく寄与

［経常利益］84百万円（前期比585百万円増）
売上総利益の増加と販管費削減の効果によって黒字回復へ

5,812

1,341

1,820

△500

5,887

（単位：百万円）

1,736

1,627

84

第11期
（計画）

第10期

　売上高5,812百万円　経常損失500百万円　当期純損失470百万円第10期

（単位：百万円）

損益計算書項目

第9期
2007年 12月 1日～
2008年 11月 30日

第10期
2008年 12月 1日～
2009年 11月 30日 増減

売上高 6,735 5,812 △ 923
売上総利益 1,867 1,341 △ 526
販売費及び一般管理費 1,755 1,820 64
営業利益 111 △ 478 △ 590
経常利益 115 △ 500 △ 616
当期純利益 53 △ 470 △ 523

貸借対照表項目 第9期 第10期 増減
資産合計 2,751 2,035 △ 715
負債合計 1,526 1,307 △ 218
純資産合計 1,225 727 △ 497

主な増減は、売上の大幅な減少による売掛金の減少（△ 470百万円）、現金及び預金の減
少（△ 291百万円）、繰延税金固定資産の増加（65百万円）等です。

主な増減は、買掛金の減少（△ 57百万円）、短期借入金の減少（△ 143百万円）、未払費
用の減少（△ 52百万円）、長期借入金の減少（△ 80百万円）、社債の新規発行（140百万
円）等です。

主な増減は、当期純損失（△ 470百万円）、配当金の支払い（△ 28百万円）等です。自己
資本比率は、前期末に比べて 8.9ポイント減少し、35.6％となりました。

1株当たりデータ 第9期 第10期 増減
当期純利益 2,062.51円 △ 18,203.66円 △ 20,266.17円
配当金 1,700.00円  ̶ △ 1,700.00円
純資産 47,360.13円 28,056.46円 △ 19,303.67円

POINT

POINT

POINT

資　産

負　債

総資産



会社概況 （2009年11月30日現在）

会社概要

会社名 株式会社エスプール（S-Pool, Inc.）

創　立 1999年12月1日

資本金 584,730,312円

従業員 357名
 （連結ベース、うち契約社員・アルバイト75名）

本　社 東京都中央区日本橋二丁目15番3号
 ヒューリック江戸橋ビル3階
 TEL ： 03-3517-6633（代表）

グループ会社 株式会社エスプール総合研究所　
 株式会社エスプール・マーケティング
 株式会社GIM

役　員

代表取締役会長兼社長 浦上　壮平

取　締　役 吉村　慎吾

取　締　役 佐藤　英朗

社外取締役 赤浦　　徹

社外取締役 竹原　相光

常勤監査役 徐　　　進

社外監査役 畑中　　裕

社外監査役 吉岡　　勇

株式情報 （2009年11月30日現在）

株式の状況

発行可能株式総数 100,320株
発行済株式の総数 25,834株
株主数 1,347名

大株主
株主名 持株数 持株比率

浦上　壮平 5,707株 22.09%
吉村　慎吾 5,358株 20.74%
エスプール従業員持株会 1,551株 6.00%
佐藤　英朗 1,086株 4.20%
石田　敦信 849株 3.29%

所有者別株式分布状況

所有数別株式分布状況

株主メモ

証券コード 2471

事業年度 毎年12月1日から翌年11月30日まで

定時株主総会 毎年2月開催

基準日 定時株主総会
期末配当金
中間配当金

毎年11月30日
毎年11月30日
毎年  5月31日

 その他必要があるときは、あらかじめ公
告して定めた日

株主名簿管理人  大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲二丁目3番1号
住友信託銀行株式会社  証券代行部

郵便物送付および
電話照会先

〒 183-8701
東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社  証券代行部
   0120-176-417

インターネットホームページURL
http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/
retail/service/daiko/index.html

公告方法 電子公告とする。但し、電子公告を行う
ことができない事故その他のやむをえな
い事由が生じたときは、日本経済新聞に
掲載して公告する。

上場証券取引所 大阪証券取引所「ヘラクレス」市場

〈株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について〉
住所変更等のお届出およびご照会は、口座のある証券会社
あてにお願いいたします。

個人・その他
金融機関
証券会社
その他の法人
外国法人等

92.91%
4.67%
0.79%
1.56%
0.07%

5株未満
5株以上10株未満
10株以上50株未満
50株以上100株未満
100株以上500株未満
500株以上1,000株未満
1,000株以上

6.53%
3.45%
10.25%
3.43%
5.73%
17.57%
53.04%

本誌は、大豆油インキ
を使用しております。本誌には将来の財務状態および業績に関する記述が含まれています。これらの記述は、経営を取り巻く環境の変化などにより異なる結果となり得ることご承知おきください。
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通信

表紙の5つの椅子は、エスプールの5つの会社を、
中央の赤い椅子は、私たち従業員の情熱を表現しています。




